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社会民主党　鳥取県連合





社会新報





　





◇今年は選挙の年です。全国で統一自治体選挙が実施されます。


◇鳥取県議会議員選挙は、４月１日（金）告示、４月１０日（日）投票の日程で実施されます。


◇鳥取市選挙区の議員定数は今回から１名減の１２名です。


◇有権者の審判で、明日の鳥取県が決まります





社会民主党全国連合機関誌宣伝局


週刊（水曜日発行）


〒100-0014　東京都千代田区永田町1-8-1
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県議会議員選挙（鳥取市選挙区）の予定候補に決定





発行所











社民党鳥取県連合は、昨年12月12日、常任幹事会において、来る4月に実施される鳥取県議会議員選挙（鳥取市選挙区）に米村正一を党公認の予定候補に決定しました。社民党は県政改革に向けたとりくみを強めます。








雪の降る鳥取駅前で熱弁をふるう米村さん





国会情勢報告を行う社民党


福島みずほ党首











2月13日、鳥取駅南で街頭演説に立った米村正一は、「厳しい雇用情勢の中で生活に不安をかかえる若者が増えていること、年金・医療・介護の後退、特に高齢者は暮らしにくい現状があること、人権侵害がなくならない中、人権侵害救済法が必要であること、農業県鳥取なのに後継ぎがいないことなどを訴えた。さらに、中山間地に住む高齢者からの『こんな所に来てもらった議員はいない』という声を引用し、県民の声が県政に届いていないことなどの実態を報告しながら、『いのちと平和を大切にする政治』の実現に向けた社民党への支援と、県政を変えるための米村正一の挑戦に力を貸してほしい」と決意を表明した。


また、福島みずほ党首は、「今だからこそ、社民党が自治体議会・国会に必要であり、米村正一を県政に送り出すことが重要である」と訴えた。








福島みずほ党首が来県、米村正一とダブルで街頭演説
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